
「
高
齢
者
虐
待
」
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　
ど
ん
な
こ
と
が
「
高
齢
者
虐
待
」
と

い
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
度
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
身
体
的
虐
待

　
た
た
く
、
つ
ね
る
、
蹴
る
な
ど
の
暴

力
や
ベ
ッ
ド
に
し
ば
っ
た
り
外
部
と
の

接
触
を
意
図
的
に
遮
断
し
た
り
、
意
図
的

に
薬
を
過
剰
に
飲
ま
せ
拘
束
す
る
こ
と
。

②
心
理
的
虐
待

　
排
せ
つ
な
ど
の
失
敗
を
威
圧
的
な
言

葉
や
態
度
で
脅
し
た
り
、
無
視
や
嫌
が

ら
せ
に
よ
っ
て
精
神
的
苦
痛
を
与
え
た

り
す
る
こ
と
。

③
経
済
的
虐
待

　
必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ

な
い
。
本
人
の
年
金
や
預
貯
金
な
ど
の

財
産
を
本
人
の
合
意
な
し
に
使
っ
て
し

ま
う
こ
と
。

④
性
的
虐
待

　
懲
罰
的
に
下
半
身
を
露
出
し
て
放
置

す
る
こ
と
や
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

こ
と
、
ま
た
は
、
さ
せ
る
こ
と
。

⑤
介
護
の
放
棄

　
長
時
間
、
水
分

の
補
給
や
食
事
、

入
浴
な
ど
の
世
話

を
し
な
い
で
、
栄

養
不
足
や
衛
生
状

態
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
。

～高齢者が「あんしん」して「いきいき暮らす」ために～

高齢者の権利を守りましょう！
問長寿課　☎22-1361
　地域包括支援センター　☎22-1466　

「
マ
イ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

　
　
　
　
書
き
方
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
自
分
の
思
い
を
家
族
に
伝
え
る
た
め

に
は
、
元
気
な
時
か
ら
人
生
を
振
り
返

り
、
自
分
の
情
報
や
要
望
・
希
望
を
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

　
残
さ
れ
た
家
族
に
と
っ
て
は
、
ご
本

人
の
思
い
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
、

ご
本
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
歩
ん
だ

人
生
を
振
り
返
り
、
人
生
の
最
後
を
見

据
え
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
役
立
つ
も
の
で
す
。

●
日
時　
12
月
５
日（
水
）10
時
～
11
時

●
場
所　

 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
限　
12
月
３
日
（
月
）

※
参
加
者
に
は
、
白
石
市
版
「
マ
イ
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
を
さ
し
上
げ

ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
と
家
族
の
幸
せ
の
た
め
に
地
域
で
で
き
る
見
守
り

　

地
域
住
民
だ
か
ら
で
き
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
地
域
に
人
権
や
生
活
、
健
康
な
ど
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
高
齢
者
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
次
の
項
目
に
心
当
た
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
．
介
護
や
病
気
に
つ
い
て
相
談
す
る
人
が
い
な
い
よ
う
だ
。

２
． 

高
齢
者
を
訪
ね
る
と
家
族
に
嫌
が
ら
れ
た
り
、
会
わ
せ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
。

３
．
家
の
周
囲
に
ご
み
が
放
置
さ
れ
て
い
て
異
臭
が
す
る
。

４
． 

最
近
、
見
知
ら
ぬ
訪
問
者
が
次
々
と
や
っ
て
来
た
り
、
不

自
然
な
工
事
を
繰
り
返
し
た
り
し
て
い
る
。

５
． 

介
護
が
必
要
な
の
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
様
子
が

な
い
。

６
．
あ
ざ
や
傷
が
あ
る
の
に
理
由
を
聞
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

７
．
家
の
中
か
ら
怒
鳴
り
声
や
泣
き
声
、
大
き
な
物
音
が
す
る
。

８
．
服
が
汚
れ
て
い
て
、
お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
様
子
が
な
い
。

認
知
症
高
齢
者
等
の
見
守
り

　

昨
年
よ
り
、
徘は
い

徊か
い

の
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
、
保
護
し
た
際
に
、

速
や
か
に
家
族
の
元
へ
帰
る
し

く
み
「
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
や
、
今
年
10

月
か
ら
携
帯
電
話
な
ど
で
読
み

込
む
と
身
元
が
分
か
る
「
認
知

症
高
齢
者
等
見
守
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
活
用
事
業
」
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲白石市版マイエンディングノート

問生涯学習課　☎22-1343　FAX 24-5377

　秋の気配が深まってきました。今月は、この時季見ごろの「菊」を育てられている深谷の佐藤育
男さんのお庭を紹介します。皆さんの庭造りの参考や情報交換に、オープンガーデンに出掛けてみ
ませんか？　庭主の方が不在でも自由に見学できますので、マナーを守って鑑賞しましょう！
※掲載写真は、以前に撮影されたものです。

城
じ ょ う

花
か

町
ま ち

しろいし
11月開催のオープンガーデン

オープンガーデンは

このプレートが目印です

①�ほかの見学者や生活している人たちの迷惑にならないように、大声で騒ぐ、住
宅内を覗

のぞ
くなどの行為は行わないでください。

②�駐車場には限りがあります。自家用車でお越しの場合、近所の方などの迷惑に
ならないように気を付けてください。
③�樹木や花を傷つけたり摘みとったりなどの行為は絶対に行わないでください。
④�植物の株分けなどの要求もご遠慮ください。
⑤�見学中のケガや事故の責任は負いかねますので、十分ご注意ください。

楽しく交流し、気持ちよく鑑賞するために次のことを守りましょう

� 佐
さ

藤
とう

育
いく

男
お

さん・とみ子さん夫妻 �

　佐藤さんは、本格的に菊づくりを始
めて18年目。試行錯誤を繰り返し、
毎年夫婦で菊を育て、オープンガーデ
ンに協力をいただいています。
　88歳になられる育男さんは「菊づ
くりは今年が最後です。長い間多くの
皆さんにご鑑賞いただき、感謝します」
と笑顔で話してくれました。
　色とりどりの菊の花をぜひご覧くだ
さい。

▲フォトブックに掲載されている写真

� 花と緑 MAP �
●住所　福岡深谷字六角51-14
●公開期間　11月10日（土）まで
●公開時間　9:00～16:00
●公開内容　盆栽菊、ドーム菊
●駐車場　自宅敷地内

　本年度オープンガーデンにご協力いた
だいた方々を紹介しています。花で彩ら
れたお庭をぜひご覧ください。
●販売額　200円
●販売場所　中央公民館、白石城歴史探
訪ミュージアム、小十郎プラザ

オープンガーデンフォトブックVol.2　発売中！

至福島

至仙台

4

東
北
自
動
車
道

ファミリーマート

深谷公民館深谷小学校

南区集会所

ダイユーエイト

市
道
鳥
越
線

くぐる

佐藤育男さん宅
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